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片山地区を巡る大館歴まち散歩 

 

１.日   時  平成３０年１１月１７日（土）９:００～１２:００ 

２.主  催   大館市まちづくり課 

３.講  師  清野宏隆（大館市文化財保護協会事務局長） 

４.集  合   片山町内会館 9:00 

５.ね ら い    歴まち散歩をとおして当時の人々の生活や文化を知る。 

散歩コース 

片山町内会館（座学 片山地区の歴史）――会館出発・国道7号線（江戸時代の羽州   

          9:00～10:00      10:05 
街道・一里塚跡）――冷水坂――お日様――片山八坂神社――片山村1丁目（本村） 

                 10:20    10:35      11:00 
お茶の水――片山町内会館――片山三丁目児童公園（菅原神社、片山館コ遺跡）―― 

  11:10     11:20        11:30 
 二つ山遠望――バスに乗車・解散（12:00） 

 
１ 「片山八坂神社資料」の発見  

  平成21年12月下旬に大館市片山町１丁目の片山八坂神社の神輿の下にあった、漆塗の木箱の中

から江戸・明治･大正･昭和にまたがる資料が見つかった。この年行われた大々的な社殿の改修工事が

発見のきっかけとなった。片山町内会（会長 谷地田 恒夫氏）の要請を受けて、資料の整理にあたり、

「片山八坂神社資料」目録としてまとめた。 
  資料の内容  修験の養善院関係28点（うち江戸時代26点） 

       二ツ山富士信仰関係35点（うち江戸時代18点） 

       歴史一般37点（うち江戸時代７点）――検地帳、片山村絵図など 

       片山八坂神社関係101点（うち江戸時代１点） 

         合計201点（うち江戸時代52点） 

   
２ 片山の歴史―大要 

 「片山八坂神社資料」は江戸時代（藩政期）から昭和の終戦直前までの資料であり、一つの地区の

歴史を長年にわたって連続的にとらえることができるとともに、大館地方を越えた中央の歴史を考察

する上でも意味がある。 

 ⑴ 江戸時代の片山村―農業生産 

  慶長6年（1601）秋田実季が家臣片山彦四郎（元浅利氏家臣）に片山村の54石６斗を与えた。 

  正保４年（1647）片山村は252石の村。片山村は親郷大館町の寄郷。 

  享保15年（1730）片山村の戸数は27。 

  寛政5年（1793）には片山村は戸数51、人数171、馬数49であった。 

  宝永元年（1704）「片山村打直検地野帳」（検地帳）では田畑屋敷45町余、生産高395石余。 

   周辺の村々とともに新田開発が進み、生産力が大きく向上。その後も、享保年間まで生産力が上 

   昇。片山の田地は長木川の南にあり、長木川から用水を確保するために、村人は共同して堰を開 

   いた。寛政4年の「片山村絵図」に書かれている深堀関（ふかっぽりせき）、下関（したせき） 

   と二ツ山の北側を通る水路は現在でも使用されている。 

  寛政4年（1792）「片山村打直検地野帳」では田畑屋敷32町余、生産高273石余に減少。 

  「片山村絵図」に長木川の氾濫により田地が荒地化した状況が見える。 

  その後片山村の石高は回復に向かったが、宝永・享保期ほどの回復には至らなかった。 












